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プレキャスト枝桁を有する T 桁橋の施工 
 
北陸支店 PC 工事部 河島淳一 
北陸支店 土木技術部 鈴木拓朗 

 
概要：本橋梁は，枝桁を有する斜角 60°のプレテンション方式 PC 単純 T 桁橋であ

る．本橋の構造的特徴は，枝桁による張出し床版とデッドスペースを設けることで道

路線形 45°に対応していることであり，張出し床版の支保工設置・撤去に伴う環境

対策と，複雑な上部構造における効果的なプレストレス導入を図るため，枝桁をプレ

キャスト部材に変更している．  
Key Words：枝桁，プレキャスト，張出し床版 

 
１．はじめに 

本橋梁の張出し床版の施工は，当初設計では打ち込み杭と吊り支保工による支保工一括場所打ち施工で行

われ，その後プレストレスの導入を行う計画であった．しかし，主桁・枝桁・支点横桁・床版により版が形

成された後では複雑な拘束状態となり，枝桁に所定のプレストレスが導入されないことが懸念されたため，

施工順序の見直し検討を行った．また，下部工施工時の杭打ち作業時に発生した騒音・振動等による苦情が

寄せられたことから，周辺環境に配慮する事を目的に，枝桁をプレキャスト化し，更にこの枝桁を利用した

支保工計画に変更することで，現場での杭打ち作業が不要な施工方法とした． 
本稿では上記の特徴を有する橋梁の施工において留意した点，今後の課題について報告をする． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－１ PC 枝桁 

 河島淳一 鈴木拓朗
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２．工事概要 
構造形式：プレテンション方式 PC 単純 T 桁橋 
橋  長：30.600m 
全  幅：25.800m 
斜  角：60°00′00″(道路 CL：45°) 
枝 桁 長：15.741m(PC)，8.167m(RC) 
平面図を図－１，枝桁側面図を図－２に示す．PC 枝桁の写真を写真－１に示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－１ 平面図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－２ 枝桁側面図 
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④ ② ②②横組打設・中間横桁緊張

③枝桁架設・場所打部打設・緊張

⑤張出床版打設・緊張

①主桁架設

⑥橋面施工

④支点横桁打設・緊張

３．枝桁のプレキャスト化に伴う検討 
3.1 枝桁の設計方法 
枝桁の設計は，枝桁支間長に応じて G1・G31 桁は PC 部材として，

G2・G30 桁は RC 部材として設計を行っている． 
枝桁をプレキャスト部材へ変更することにより，抵抗断面が施工段

階ごとに異なるため，それぞれの施工段階ごとに応力度を算出して合

成応力度を確認した．具体的には，場所打ち一括施工ではすべての断

面力を床版も含めた枝桁全断面で抵抗するのに対し，枝桁をプレキャ

スト化したことにより枝桁自重と床版荷重をプレキャスト枝桁断面部

のみで負担し，橋面荷重・活荷重はプレキャスト枝桁と場所打ち床版

の合成断面で抵抗する構造となる． 
変更後の施工順序フローチャートを図－３，施工順序図を図－４に，

各施工段階の応力状態を図－５に示す． 
また，断面合成後に橋面荷重・活荷重により発生する負曲げに対し

ては，鉄筋で抵抗するものとし別途 RC 部材としての検討を行った．  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－４ 施工順序図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－５ 各施工段階の応力状態 
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図－３　施工順序フローチャート
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3.2 プレキャスト枝桁形状と接合部形式の検討 
プレキャスト桁の形状は，張出し床版との取り合いおよび横締用シース配置，鉄筋配置の施工性を考えて

床版部を切り欠いた断面形状とした． 
プレキャスト枝桁と外桁との接合形式はマッチキャスト案と，場所打ち部を設ける案の 2 案が考えられた

が，外桁の左右非対称断面による横そりの発生と，プレキャスト桁の制作時と架設時の材令差によるクリー

プ変形が生じるため，接合面がマッチしない可能性が高いと判断し，場所打ち部を設ける案を採用した． 
 

3.3 PC 枝桁の運搬・架設時の検討 
当初の PC 枝桁の PC 鋼材は，外桁のウェブ背面に全本数を定着する配置であり，部材の運搬・架設時に

は枝桁が RC 部材となる構造であった．しかし，G1・G31 桁は RC 部材としては支間長が長く，補強鉄筋の

配置も困難であったため，PC 鋼材の定着位置を一部変更し，運搬前に最下段 PC 鋼材を 2 本緊張することで

対応した．運搬時の枝桁形状を図－６に示す． 
 
 
 
 
 
 
 

図－６ 運搬時の枝桁形状 
 

４．主桁外桁の横そりに対する検討 
外桁は，枝桁が取付くため片側の床版が切りかかれた左右非対称な断面となっており，そのままプレスト

レスを導入すると大きな横そりが生じるため，当初設計では横そり防止対策として外ケーブル補強が計画さ

れていた．しかし，本橋梁は桁長が 24.940m とプレテンション桁としては長く，外ケーブルによる補強では

運搬時・架設時の横方向の剛性に問題があると判断した．そこで，桁製作や張出し床版の施工に支障をきた

さない程度に床版を追加することで主桁の横剛性を確保し，外ケーブルによる補強を不要とした．図－７に

変更前，変更後の外桁断面図を示し，表－１に横そり量を示す． 
 

変更前                 変更後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－７ 外桁断面形状 
 

表－１ 横そり量（mm） 
 補強無し設計値 補強有り設計値 実測値 

横そり 38.0 1.1 4.0 
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５．枝桁の施工 
5.1 プレキャスト枝桁の架設 
プレキャスト枝桁の架設は 120t 吊りトラック

クレーン 1 台による架設とした．写真－３に枝桁

架設直後の写真を示す． 
枝桁の仮支持方法は，主桁に図－８に示す受け

梁を設置しておき，それにより枝桁を支持する構

造とした． 
また，受け梁の構造は，撤去時の現場条件から

クレーン等の重機が使用できないため，人力で解

体・撤去作業ができる構造とした．写真－２に枝

桁受け梁の写真を示す． 
枝桁の転倒防止措置は，プレキャスト枝桁に上

フランジが無い断面のため通常の角材等による

転倒防止措置が困難であり，また，支点横桁施工

時に角材が作業の邪魔になり撤去されるため，角

材による転倒防止措置に追加して，あらかじめ主

桁および枝桁の天端に D22 のアンカー鉄筋を埋

め込んでおき，それらを鉄筋で溶接し繋ぐ事で，

転倒防止措置とした． 
枝桁場所打部の施工は，架設後の枝桁が不安定

な状態であり，桁下の作業空間を十分に確保する

事ができなかった．また，場所打部には鉄筋・シ

ースが密に配置されており，コンクリート打設時

の施工不良が懸念された． 
実施工は，狭所での困難な作業であったが，入

念な施工を行うことにより密実なコンクリート

を打設する事ができた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－８ プレキャスト枝桁受け梁図 

写真－２ 枝桁受け梁 

写真－３ 枝桁架設直後 
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5.2 枝桁を支保工梁として利用した床版の施工 
床版の施工は，枝桁を架設・緊張後に枝桁を支

保工梁として利用して支保工を設置し，床版を施

工する方法とした． 
張出し床版の支保工にはブラケットサポート

を使用した．ブラケットサポートは，最大張り出

し長が 1800mm と長く，枝桁高が 970mm と低

い事からブラケットの許容角度ギリギリの 30°
で使用した．検討の結果，サポートのピッチは

450mm とした． 
ブラケットサポートの設置は，枝桁に上フラン

ジが無い為，枝桁側面にセラミックインサートを

工場製作時に設置し，そこにＬ型鋼を縫い付けて

ブラケットを設置した．また，ブラケット下側は

足場用インサートに角パイプを取り付け，角パイ

プで受ける構造とした． 
支保工の図を図－９に，支保工組み立て状況の

写真を写真－４に示す． 
床版コンクリート打設前の写真を写真－５に

示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－９ 床版支保工図 
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写真－４ 床版支保工組み立て状況 

写真－５ 床版コンクリート打設前 
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６．まとめ 
6.1 今後の課題 
6.1.1 横締め PC 鋼材配置 

本橋梁では，主桁部の横桁と床版を同時に打設しているが，床版の緊張は張出し床版施工後に行う PC 鋼

材配置となっている．そのため，主桁の間詰め部打設から床版緊張までの間に枝桁架設・張出し床版施工が

あり，それらの施工によって生じる断面力やその間に進行するクリープ・乾燥収縮，さらに中間横桁横締め

PC 鋼材を先に緊張する影響などから，間詰め部に目開きが出来る可能性もある．実施工では，目開き現象は

確認されなかったが，同様の構造を有する橋梁形式においては，以下のような対策を講ずることが望ましい

と考える． 
①主桁間詰め部のコンクリート打設は張出し部床版と同時に行う．また，横桁 PC 鋼材は緊張時に偏心に

よる影響が少ない鋼材のみを部分的に緊張する． 
②もしくは，主桁間詰め部のコンクリート打設後に，中間横桁と同時に床版横締めの一部を緊張出来る鋼

材配置とする． 
6.1.2 枝桁接合部 
枝桁部の施工では，主桁と枝桁の接合を確実に行うために，主桁製作・架設・中間横桁施工において，主

桁の横そり，桁据付時の傾き等に十分に注意して施工を行った．しかし，主桁と枝桁の接合部に若干の段差

が生じた．本橋梁では，主桁と枝桁とを接続する場所打ち部分が最小で 350mm と小さいことから擦り付け

が難しかったが，枝桁接合部の場所打ち部分を施工できる範囲で出来るだけ大きくすることで，施工が容易

となり出来形も良くなると考えられる． 
6.1.3 枝桁の配置方法 

本橋梁は，当初場所打ち支保工での計画であったため枝桁の形状・設置角度が左右で異なっていたが，枝

桁をプレキャスト部材で計画を行う場合，主桁と枝桁の平面位置を左右同形状にすることにより，プレキャ

スト部材の製作コストに配慮した計画を行うことが望ましい． 
 

6.2 まとめ 
枝桁を有する張出し床版の施工にあたり，枝桁部材をプレキャスト化することで支保工の支持杭を不要と

し，騒音・振動等の周辺環境問題に配慮した施工を行うことができた．また，プレキャスト部材を採用した

ことにより，主桁・枝桁・支点横桁・床版で構成される複雑な構造物に効果的なプレストレスの導入を可能

とし，上部構造の品質確保ができた． 
本稿が，今後の同様な構造を有する橋梁の施工に少しでも参考になれば幸いである． 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


